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アンケート結果とりまとめ 

6/14 生命の安全教育講演会 

・自分のことに当てはめてみても納得する内容で、自分も小さい頃に教えてもらいたかったと思いまし
た。とても大切なことなので子どもに対しても小さい頃から絵本を使って伝えていきたいと思いました。 

・我が子が１歳でこの先性教育をどのように伝えていったらいいかと夫婦で考えていました。まだ早いか
なと思っていましたが、「大人の早いはいつでも遅い」という言葉に驚かされました。大切な我が子に正し
い知識を伝えられるように大人が正しい知識を知っておく必要があることが身に沁みてわかりました。 

・自分が子どもの頃とは全く違う問題が多い現代の子どもに、正しい知識を小さな頃からきちんと教えて
いく大切さを実感しました。絵本等を活用したいと思います。 

・地域の中で性教育について話す機会はとても重要だと感じました。 

8/5 映画『生まれる』上映会① 

・いろいろな境遇の人を取り上げていて命の大切さを改めて感じました。 

・このような貴重な映画を親子で観れられるのは良い機会だと思いました。 

・映画がとてもよかったのですが音声が今ひとつでした。 

・映画でインプットした内容を整理する時間とアウトプットもできるとより深まると思いました。 

8/9 フェムケアイベント夏 in イオンホール 

・生理のことは何となくしか話してこなかったので性教育について学べて良い機会になりました。 

・授業や保健指導で使える知識、情報量で参考にしたいと思いました。子どもに生理用品について聞かれ
たときに答えてあげられるよう、自分でもいろいろ知っておきたいと思うイベントでした。もっと普及し
てほしいと思いました。 

・いろいろな生理用品を実際に手に取ったり試してみたりはなかなかできないのでとても良かった。性と
生に関する絵本はとても興味深かったです。 

・家ではなかなか実験も難しいので子どもがこれから成長するにあたって良い機会になりました。 

・男性も生理の知識があったほうが助かる。 

10/4 癒しのワークショップ 

・子どもが年頃なので家族で参加しました。子どもに伝わったか分かりませんが生理は恥ずかしいことで
はないと知ってもらえたら良いなと思いました。主人も参加することでいろいろと知識が持てると思うの
で参加してよかったです。 

・親子でとても楽しく参加することができました。ワークショップを通して生理を身近なものとして考え
ることができました。 

・親が子に直接話しづらいものも取り上げてもらえてとても充実した時間になりました。 
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12/20 フェムケアイベント冬 in イオンホール 

・本以外にも話などでもいろんなことが知れました。ありがとうございました。 

・将来の自分のためにも聞けてよかったと思う。 

・説明がとてもわかりやすかったです。ありがとうございました。 

・月経量を実際に見る機会がないので、数字だけで知るよりもわかりやすかった。 

・スタッフの方が話しかけてくれてうれしかったです。 

2/15 映画『生まれる』上映会② 

・あらためて命を愛おしく思いました。思春期の娘と見たかったです。 

・とても素晴らしい映画をありがとうございました。 

・子どもが生まれた時の事を思い出しました。 
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‭ウ）‬‭保‬‭護‬‭者‬‭向‬‭け‬‭性‬‭教‬‭育‬‭講‬‭座‬
‭・‬‭生‬‭理‬‭と‬‭リ‬‭プ‬‭ロ‬‭ダ‬‭ク‬‭ティ‬‭ブ‬‭ヘ‬‭ル‬‭ス・‬‭ラ‬‭イ‬‭ツ‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬

‭性‬‭教‬‭育‬‭に‬‭男‬‭女‬‭差‬‭の‬‭あっ‬‭た‬‭親‬‭世‬‭代‬‭に‬‭む‬‭け‬‭て、‬‭今‬‭の‬‭子‬‭ど‬‭も‬‭た‬‭ち‬‭を‬‭と‬‭り‬‭ま‬‭く‬‭現‬‭状‬‭を‬‭知‬‭る‬‭機‬‭械‬‭の‬‭提‬‭供‬‭・‬‭生‬‭理‬‭用‬‭品‬
‭の‬‭吸‬‭水‬‭実‬‭験・‬‭様々‬‭な‬‭生‬‭理‬‭用‬‭品‬‭を‬‭知‬‭り、‬‭心‬‭と‬‭体‬‭を‬‭大‬‭切‬‭に‬‭す‬‭る‬‭子‬‭ど‬‭も‬‭へ‬‭の‬‭性‬‭教‬‭育‬‭に‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭の‬‭講‬‭話‬‭実‬‭際‬‭に‬‭吸‬
‭水‬‭量‬‭を‬‭目‬‭視‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭で、‬‭自‬‭身‬‭の‬‭生‬‭理‬‭に‬‭向‬‭き‬‭合‬‭う‬‭時‬‭間‬‭を‬‭つ‬‭く‬‭り、‬‭子‬‭ど‬‭も‬‭と‬‭の‬‭違‬‭い‬‭が‬‭あ‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭を‬‭知‬‭る‬‭きっ‬‭か‬
‭け‬‭と‬‭す‬‭る。‬‭新‬‭し‬‭い‬‭生‬‭理‬‭用‬‭品‬‭を‬‭紹‬‭介‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭で、‬‭知‬‭識‬‭の‬‭アッ‬‭プ‬‭デー‬‭ト‬‭と‬‭親‬‭子‬‭で‬‭も‬‭体‬‭に‬‭合‬‭う‬‭生‬‭理‬‭用‬‭品‬‭が‬‭異‬‭な‬
‭る‬‭場‬‭合‬‭も‬‭あ‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭を‬‭知‬‭る‬‭機‬‭会‬‭と‬‭す‬‭る。‬
‭エ）‬‭支‬‭援‬‭学‬‭級‬‭親‬‭子‬‭向‬‭け‬
‭・‬‭BOX‬‭型‬‭ナ‬‭プ‬‭キ‬‭ン‬‭製‬‭作‬‭と‬‭生‬‭理‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭の‬‭お‬‭話‬‭会‬

‭生‬‭理‬‭用‬‭品‬‭と‬‭向‬‭き‬‭合‬‭い‬‭な‬‭が‬‭ら、‬‭親‬‭か‬‭ら‬‭子‬‭へ‬‭伝‬‭え‬‭た‬‭い‬‭メッ‬‭セー‬‭ジ‬‭を‬‭書‬‭い‬‭た‬‭り、‬‭気‬‭分‬‭が‬‭上‬‭が‬‭る‬‭イ‬‭ラ‬‭ス‬‭ト‬‭を‬‭書‬‭い‬
‭た‬‭り‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭で、‬‭生‬‭理‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭考‬‭え‬‭る‬‭時‬‭間‬‭を‬‭作‬‭り‬‭大‬‭切‬‭に‬‭想‬‭い‬‭合‬‭う‬‭つ‬‭な‬‭が‬‭り‬‭と、‬‭自‬‭分‬‭を‬‭守‬‭る‬‭知‬‭識‬‭を‬‭身‬‭に‬‭つ‬
‭け‬‭て‬‭い‬‭く。‬
‭②‬‭ア、‬‭イ‬‭学‬‭校‬‭ご‬‭と‬‭に‬‭合‬‭わ‬‭せ‬‭た‬‭オー‬‭ダー‬‭メ‬‭イ‬‭ド‬‭の‬‭性‬‭教‬‭育‬‭授‬‭業‬
‭は‬‭協‬‭議‬‭の‬‭結‬‭果‬‭提‬‭案‬‭を‬‭取‬‭り‬‭下‬‭げ、‬‭ウ）‬‭エ）‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭は‬‭内‬‭容‬‭を‬‭イ‬‭ベ‬‭ン‬‭ト‬‭企‬‭画‬‭へ‬‭盛‬‭り‬‭込‬‭む‬‭こ‬‭と‬‭と‬‭す‬‭る‬

‭③‬‭啓‬‭発‬‭イ‬‭ベ‬‭ン‬‭ト‬‭企‬‭画‬‭運‬‭営‬
‭ア）‬‭①‬‭オ‬‭リ‬‭ジ‬‭ナ‬‭ル‬‭ア‬‭ロ‬‭マ‬‭ク‬‭リー‬‭ム‬‭の‬‭製‬‭作‬‭60‬‭分‬‭20‬‭人‬
‭生‬‭理‬‭の‬‭と‬‭き‬‭の‬‭気‬‭分‬‭を‬‭和‬‭ら‬‭げ‬‭た‬‭り、‬‭自‬‭分‬‭を‬‭労‬‭る‬‭た‬‭め‬‭の‬‭ア‬‭ロ‬‭マ‬‭講‬‭座‬
‭ア）‬‭②‬‭オ‬‭リ‬‭ジ‬‭ナ‬‭ル‬‭ボッ‬‭ク‬‭ス‬‭型‬‭ナ‬‭プ‬‭キ‬‭ン‬‭製‬‭作‬‭60‬‭分‬‭10‬‭人‬
‭生‬‭理‬‭用‬‭品‬‭と‬‭向‬‭き‬‭合‬‭い‬‭な‬‭が‬‭ら、‬‭生‬‭理‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭考‬‭え‬‭る‬‭時‬‭間‬‭を‬‭作‬‭り‬‭大‬‭切‬‭に‬‭想‬‭い‬‭合‬‭う‬‭つ‬‭な‬‭が‬‭り‬
‭と、‬‭自‬‭分‬‭を‬‭守‬‭る‬‭知‬‭識‬‭を‬‭身‬‭に‬‭つ‬‭け‬‭て‬‭い‬‭く。‬
‭ア）‬‭③‬‭絵‬‭本‬‭の‬‭読‬‭み‬‭聞‬‭か‬‭せ‬‭と‬‭性‬‭教‬‭育‬‭絵‬‭本‬‭の‬‭紹‬‭介‬‭60‬‭分‬‭20‬‭名‬
‭年‬‭齢‬‭に‬‭応‬‭じ‬‭た‬‭適‬‭切‬‭な‬‭性‬‭教‬‭育‬‭の‬‭本‬‭の‬‭選‬‭び‬‭方‬‭の‬‭ア‬‭ド‬‭バ‬‭イ‬‭ス‬
‬‭③‐‬‭ア‬‭を‬‭①‬‭と‬‭し、‬‭以‬‭下‬‭に‬‭記‬‭す‬

‭①‬‭小‬‭規‬‭模‬‭啓‬‭発‬‭イ‬‭ベ‬‭ン‬‭ト‬‭企‬‭画‬‭運‬‭営‬‭（２‬‭回）
‭１‬‭回‬‭目‬
‭絵‬‭本‬‭読‬‭み‬‭聞‬‭か‬‭せ‬‭＆‬‭外‬‭部‬‭講‬‭師‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭心‬‭と‬‭か‬‭ら‬‭だ‬‭を‬‭守‬‭る‬‭お‬‭話‬‭会‬

‭年‬‭齢‬‭に‬‭応‬‭じ‬‭た‬‭適‬‭切‬‭な‬‭性‬‭教‬‭育‬‭の‬‭本‬‭の‬‭選‬‭び‬‭方‬‭の‬‭ア‬‭ド‬‭バ‬‭イ‬‭ス‬
‭講‬‭師‬‭：‬‭山‬‭口‬‭修‬‭平‬‭氏‬‭（日‬‭本‬‭性‬‭教‬‭育‬‭学‬‭会‬‭理‬‭事・‬‭児‬‭童‬‭福‬‭祉‬‭施‬‭設‬‭一‬‭宮‬‭学‬‭園‬‭副‬‭施‬‭設‬‭長）‬

　‬‭２‬‭回‬‭目‬
‭オ‬‭リ‬‭ジ‬‭ナ‬‭ル‬‭ア‬‭ロ‬‭マ‬‭ク‬‭リー‬‭ム‬‭の‬‭制‬‭作

‭生‬‭理‬‭の‬‭と‬‭き‬‭の‬‭気‬‭分‬‭を‬‭和‬‭ら‬‭げ‬‭た‬‭り、‬‭自‬‭分‬‭を‬‭労‬‭る‬‭た‬‭め‬‭の‬‭ア‬‭ロ‬‭マ‬‭講‬‭座‬
‭オ‬‭リ‬‭ジ‬‭ナ‬‭ル‬‭BOX‬‭型‬‭ナ‬‭プ‬‭キ‬‭ン‬‭の‬‭デ‬‭ザ‬‭イ‬‭ン‬

‭生‬‭理‬‭用‬‭品‬‭と‬‭向‬‭き‬‭合‬‭い‬‭な‬‭が‬‭ら、‬‭生‬‭理‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭考‬‭え‬‭る‬‭時‬‭間‬‭を‬‭作‬‭り‬‭大‬‭切‬‭に‬‭想‬‭い‬‭合‬‭う‬

‭イ）‬‭映‬‭画‬‭「う‬‭ま‬‭れ‬‭る」‬‭上‬‭映‬‭会‬‭300‬‭分‬‭20‬‭名‬
‭ま‬‭る‬‭で‬‭自‬‭宅‬‭の‬‭リ‬‭ビ‬‭ン‬‭グ‬‭に‬‭い‬‭る‬‭よ‬‭う‬‭な‬
‭リ‬‭ラッ‬‭ク‬‭ス‬‭で‬‭き‬‭る‬‭環‬‭境‬‭で‬‭ち‬‭い‬‭さ‬‭な‬‭子‬‭ど‬‭も‬‭も‬‭一‬‭緒‬‭に‬‭い‬‭の‬‭ち‬‭の‬‭う‬‭ま‬‭れ‬‭る‬‭瞬‬‭間‬‭を‬‭捉‬‭え‬‭た‬‭ド‬‭キュ‬‭メ‬‭ン‬‭タ‬‭リー‬‭映‬
‭画‬‭を‬‭の‬‭ん‬‭び‬‭り‬‭鑑‬‭賞‬‭で‬‭き‬‭る‬‭機‬‭会‬‭を‬‭つ‬‭く‬‭る。‬
‭③‐‬‭イ‬‭を‬‭②‬‭と‬‭し‬‭以‬‭下‬‭に‬‭記‬‭す‬

‭②‬‭映‬‭画‬‭上‬‭映‬‭イ‬‭ベ‬‭ン‬‭ト‬‭『う‬‭ま‬‭れ‬‭る』‬‭（２‬‭回）‬
‭乳‬‭幼‬‭児‬‭も‬‭いっ‬‭しょ‬‭に‬‭親‬‭子‬‭で‬‭映‬‭画‬‭鑑‬‭賞。‬‭映‬‭画‬‭を‬‭通‬‭し‬‭て‬‭命‬‭の‬‭尊‬‭さ‬‭を‬‭感‬‭じ‬‭る

‭ウ）‬‭イ‬‭オ‬‭ン‬‭啓‬‭発‬‭イ‬‭ベ‬‭ン‬‭ト‬‭（講‬‭師‬‭な‬‭し）‬‭◎‬‭1‬‭回‬‭実‬‭施‬
‭お‬‭買‬‭い‬‭物‬‭つ‬‭い‬‭で‬‭に‬‭立‬‭ち‬‭寄‬‭れ‬‭る‬‭場‬‭所‬‭で、‬‭老‬‭若‬‭男‬‭女‬‭ど‬‭な‬‭た‬‭に‬‭も‬‭リ‬‭プ‬‭ロ‬‭ダ‬‭ク‬‭ティ‬‭ブ‬‭ヘ‬‭ル‬‭ス‬‭/‬‭ラ‬‭イ‬‭ツ‬‭に‬‭ま‬‭つ‬‭わ‬‭る‬‭知‬
‭識‬‭を‬‭得‬‭る‬‭機‬‭会‬‭を‬‭作‬‭る。‬
‭エ）‬‭イ‬‭オ‬‭ン‬‭啓‬‭発‬‭イ‬‭ベ‬‭ン‬‭ト‬‭講‬‭師‬‭2‬‭名‬‭◎‬‭1‬‭回‬‭実‬‭施‬
‭ウ）‬‭の‬‭内‬‭容‬‭に‬‭加‬‭え‬‭て、‬‭講‬‭師‬‭に‬‭分‬‭子‬‭栄‬‭養‬‭学‬‭の‬‭専‬‭門‬‭家‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭思‬‭春‬‭期‬‭に‬‭特‬‭に‬‭と‬‭り‬‭た‬‭い‬‭栄‬‭養‬‭の‬‭話‬‭や、‬‭理‬‭学‬‭療‬‭法‬‭士‬
‭に‬‭よ‬‭る‬‭経‬‭血‬‭コ‬‭ン‬‭ト‬‭ロー‬‭ル、‬‭膣‬‭筋‬‭ト‬‭レー‬‭ニ‬‭ン‬‭グ‬‭の‬‭話‬‭を‬‭気‬‭軽‬‭に‬‭聞‬‭け‬‭る‬‭場‬‭と‬‭す‬‭る。‬
‭③‐‬‭ウ、ェ‬‭を‬‭③‬‭と‬‭し、‬‭以‬‭下‬‭に‬‭記‬‭す‬

‭③‬‭大‬‭規‬‭模‬‭イ‬‭ベ‬‭ン‬‭ト‬‭（２‬‭回）
‭お‬‭買‬‭い‬‭物‬‭つ‬‭い‬‭で‬‭に‬‭立‬‭ち‬‭寄‬‭れ‬‭る‬‭場‬‭所‬‭で、‬‭老‬‭若‬‭男‬‭女‬‭ど‬‭な‬‭た‬‭に‬‭も‬‭リ‬‭プ‬‭ロ‬‭ダ‬‭ク‬‭ティ‬‭ブ‬‭ヘ‬‭ル‬‭ス‬‭/‬‭ラ‬‭イ‬‭ツ‬‭に‬‭ま‬‭つ‬‭わ‬‭る‬‭知‬‭識‬‭を‬‭得‬‭る‬
‭機‬‭会‬‭を‬‭作‬‭る‬

‭パ‬‭ネ‬‭ル‬‭展‬‭示‬‭や、‬‭関‬‭連‬‭書‬‭籍、‬‭各‬‭種‬‭生‬‭理‬‭用‬‭品‬‭等‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭啓‬‭発‬‭活‬‭動・‬‭実‬‭験‬‭（イ‬‭オ‬‭ン‬‭ホー‬‭ル）‬
‭保‬‭育‬‭士‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭性‬‭教‬‭育‬‭絵‬‭本‬‭の‬‭読‬‭み‬‭聞‬‭か‬‭せ‬
‭オ‬‭リ‬‭ジ‬‭ナ‬‭ル‬‭ア‬‭ロ‬‭マ‬‭ク‬‭リー‬‭ム‬‭の‬‭制‬‭作‬
‭掲‬‭示‬‭物‬‭に‬‭関‬‭す‬‭る‬‭質‬‭問‬‭相‬‭談‬‭会
‭講‬‭師‬‭：‬‭須‬‭藤‬‭え‬‭り‬‭奈‬‭氏‬‭（看‬‭護‬‭師・‬‭分‬‭子‬‭栄‬‭養‬‭学‬‭ア‬‭ド‬‭バ‬‭イ‬‭ザー）
‭講‬‭師‬‭：‬‭佐‬‭野‬‭太‬‭一‬‭氏‬‭　‬‭（公‬‭認‬‭心‬‭理‬‭士・‬‭心‬‭理‬‭カ‬‭ウ‬‭ン‬‭セ‬‭ラー）
‭講‬‭師‬‭：‬‭原‬‭田‬‭加‬‭奈‬‭子‬‭氏‬‭（理‬‭学‬‭療‬‭法‬‭士）

‭④‬‭個‬‭別‬‭相‬‭談‬‭の‬‭日‬
‭各‬‭種‬‭イ‬‭ベ‬‭ン‬‭ト‬‭や、‬‭講‬‭座‬‭に‬‭参‬‭加‬‭し‬‭た‬‭人‬‭が、‬‭もっ‬‭と‬‭話‬‭を‬‭き‬‭き‬‭た‬‭い、‬‭相‬‭談‬‭に‬‭乗っ‬‭て‬‭ほ‬‭し‬‭い‬‭と‬‭の‬‭要‬‭望‬‭に‬‭応‬‭じ‬‭て‬‭月‬
‭１‬‭回‬‭の‬‭開‬‭催‬‭を‬‭し、‬‭継‬‭続‬‭的‬‭な‬‭支‬‭援‬‭が‬‭必‬‭要‬‭な‬‭場‬‭合‬‭は‬‭行‬‭政‬‭に‬‭つ‬‭な‬‭げ‬‭て‬‭い‬‭く。‬
‭④‬‭の‬‭改‬‭定‬‭案‬‭を、‬‭以‬‭下‬‭に‬‭記‬‭す‬

‭④‬‭個‬‭別‬‭相‬‭談‬‭（年‬‭１‬‭０‬‭回）‬
‭毎‬‭月‬‭固‬‭定‬‭週、‬‭固‬‭定‬‭曜‬‭日‬‭に‬‭て‬‭男‬‭女‬‭共‬‭同‬‭参‬‭画‬‭セ‬‭ン‬‭ター‬‭に‬‭て‬‭仮‬‭称‬‭こっ‬‭と‬‭ん‬‭カ‬‭フェ‬‭を‬‭開‬‭催‬‭（当‬‭日‬‭自‬‭由‬‭来‬
‭所）‬
‭ゆっ‬‭た‬‭り‬‭と‬‭過‬‭ご‬‭せ‬‭る‬‭空‬‭間‬‭で、‬‭掲‬‭示‬‭物‬‭や、‬‭展‬‭示‬‭物‬‭を‬‭も‬‭と‬‭に‬‭相‬‭談‬‭者‬‭が‬‭正‬‭し‬‭い‬‭情‬‭報‬‭に‬‭触‬‭れ‬‭る‬‭機‬‭会‬‭を‬‭設‬
‭け‬‭る。‬‭相‬‭談‬‭員‬‭と‬‭ゆっ‬‭く‬‭り‬‭と‬‭信‬‭頼‬‭関‬‭係‬‭を‬‭築‬‭き‬‭な‬‭が‬‭ら、‬‭行‬‭政‬‭へ‬‭繋‬‭ぐ‬‭必‬‭要‬‭が‬‭あ‬‭る‬‭場‬‭合‬‭に‬‭は‬‭同‬‭行‬‭し‬‭て‬‭対
‭応‬‭す‬‭る。‬
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‭貴‬‭団‬‭体‬‭の‬‭特‬‭性、‬‭協‬
‭働‬‭で‬‭実‬‭施‬‭す‬‭る‬‭メ‬
‭リッ‬‭ト‬‭（提‬‭案‬‭者‬‭が‬‭事

‭業‬‭実‬‭施‬‭で‬‭き‬‭る
‭能‬‭力‬‭や‬‭有‬‭利‬‭な‬‭ア‬‭ピー‬‭ル‬
‭ポ‬‭イ‬‭ン‬‭ト）‬

‭‣‬‭保‬‭護‬‭者・‬‭同‬‭性・‬‭当‬‭事‬‭者‬‭の‬‭目‬‭線‬‭で‬‭子‬‭ど‬‭も‬‭の‬‭真‬‭の‬‭ニー‬‭ズ‬‭を‬‭掴‬‭み‬‭ま‬‭す。‬
‭‣‬‭全‬‭員‬‭が‬‭小‬‭中‬‭高‬‭生‬‭の‬‭保‬‭護‬‭者‬‭で‬‭あ‬‭り、‬‭多‬‭種‬‭多‬‭様‬‭な‬‭社‬‭会‬‭貢‬‭献‬‭活‬‭動‬‭に‬‭従‬‭事‬‭し、‬‭豊‬‭富‬‭な‬‭知‬‭識‬‭と‬‭専‬‭門‬‭ス‬‭キ‬‭ル‬‭を‬‭持っ‬‭て‬
‭い‬‭ま‬‭す。‬
‭・‬‭PTA‬‭、‬‭保‬‭教‬‭会‬‭本‬‭部‬‭役‬‭員‬‭（‬‭2018‬‭〜‬‭2024‬‭）‬
‭・‬‭子‬‭育‬‭て‬‭支‬‭援‬‭員‬
‭・‬‭認‬‭知‬‭症‬‭サ‬‭ポー‬‭ター‬
‭・‬‭民‬‭生‬‭委‬‭員・‬‭児‬‭童‬‭委‬‭員‬
‭・‬‭ピ‬‭ア‬‭ヘ‬‭ル‬‭パー‬
‭・‬‭幼‬‭児‬‭体‬‭育‬‭初‬‭級‬‭公‬‭認‬‭指‬‭導‬‭員‬
‭・‬‭お‬‭も‬‭ちゃ‬‭イ‬‭ン‬‭ス‬‭ト‬‭ラ‬‭ク‬‭ター‬
‭・‬‭こ‬‭ど‬‭も‬‭環‬‭境‬‭管‬‭理‬‭士‬‭2‬‭級‬
‭・‬‭幼‬‭稚‬‭園‬‭教‬‭諭‬
‭・‬‭保‬‭育‬‭士‬
‭・‬‭特‬‭別‬‭支‬‭援‬‭学‬‭校‬‭教‬‭諭‬
‭・‬‭社‬‭会‬‭福‬‭祉‬‭主‬‭事‬
‭・‬‭イ‬‭ン‬‭ク‬‭ルー‬‭シ‬‭ブ‬‭保‬‭育・‬‭教‬‭育‬‭支‬‭援‬‭士‬
‭・‬‭体‬‭験‬‭活‬‭動‬‭セ‬‭イ‬‭フ‬‭ティ‬‭リー‬‭ダー‬‭（‬‭ASL‬‭）‬
‭・‬‭子‬‭ど‬‭も‬‭の‬‭救‬‭急‬‭法‬‭国‬‭際‬‭資‬‭格‬‭（‬‭EFR-CFC‬‭）‬
‭・‬‭体‬‭験‬‭活‬‭動‬‭セ‬‭イ‬‭フ‬‭ティ‬‭マ‬‭ネー‬‭ジャー‬‭（‬‭ASM‬‭）‬
‭・‬‭准‬‭学‬‭校‬‭心‬‭理‬‭士‬
‭・‬‭高‬‭等‬‭学‬‭校‬‭教‬‭諭‬‭一‬‭種‬‭免‬‭許‬
‭‣‬‭戦‬‭略〜‬‭企‬‭画〜‬‭運‬‭用‬‭ま‬‭で‬‭ワ‬‭ン‬‭ス‬‭トッ‬‭プ‬‭で‬‭対‬‭応‬‭し‬‭ま‬‭す。‬

‭事‬‭業‬‭実‬‭施‬‭に‬‭よ‬‭り‬
‭得‬‭ら‬‭れ‬‭る‬‭効‬‭果‬
‭（自‬‭由‬‭提‬‭案‬‭型‬‭は‬‭今‬
‭後‬‭の‬‭展‬‭望‬‭も‬‭記‬‭入）‬

‭・‬‭印‬‭西‬‭市‬‭で‬‭は‬‭転‬‭入‬‭者‬‭が‬‭増‬‭え、‬‭核‬‭家‬‭族‬‭世‬‭帯‬‭が‬‭多‬‭い‬‭た‬‭め、‬‭イ‬‭ベ‬‭ン‬‭ト‬‭を‬‭通‬‭し‬‭て、‬‭人‬‭と‬‭の‬‭つ‬‭な‬‭が‬‭り‬‭を‬‭生‬‭み‬‭出‬‭す‬‭機‬‭会‬
‭を‬‭設‬‭け‬‭る‬‭事‬‭が‬‭で‬‭き‬‭る。‬

‭・‬‭現‬‭在‬‭は、‬‭団‬‭体‬‭メ‬‭ン‬‭バー‬‭の‬‭子‬‭ど‬‭も‬‭が‬‭所‬‭属‬‭し‬‭て‬‭い‬‭た‬‭り、‬‭PTA‬‭や‬‭保‬‭教‬‭会‬‭で‬‭の‬‭つ‬‭な‬‭が‬‭り‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭学‬‭校‬‭や、‬‭希‬‭望‬‭者‬
‭を‬‭集‬‭め‬‭た‬‭小‬‭規‬‭模‬‭で‬‭の‬‭開‬‭催‬‭が‬‭多‬‭かっ‬‭た。‬‭市‬‭の‬‭協‬‭働‬‭事‬‭業‬‭と‬‭し‬‭て‬‭動‬‭く‬‭こ‬‭と‬‭で、‬‭市‬‭内‬‭の‬‭さ‬‭ま‬‭ざ‬‭ま‬‭な‬‭場‬‭所‬‭で‬‭の‬‭啓‬‭発‬
‭活‬‭動‬‭が‬‭可‬‭能‬‭と‬‭な‬‭り、‬‭よ‬‭り‬‭多‬‭く‬‭の‬‭市‬‭民‬‭に‬‭リ‬‭プ‬‭ロ‬‭ダ‬‭ク‬‭ティ‬‭ブ‬‭ヘ‬‭ル‬‭ス・‬‭ラ‬‭イ‬‭ツ‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭知っ‬‭て‬‭い‬‭た‬‭だ‬‭く‬‭こ‬‭と‬‭が‬
‭で‬‭き‬‭る。‬

‭・‬‭こ‬‭れ‬‭ま‬‭で‬‭行っ‬‭て‬‭き‬‭た‬‭活‬‭動‬‭の‬‭来‬‭場‬‭者‬‭ア‬‭ン‬‭ケー‬‭ト‬‭の‬‭中‬‭に、‬‭母‬‭娘‬‭で‬‭参‬‭加‬‭し‬‭た‬‭が‬‭次‬‭回‬‭機‬‭会‬‭が‬‭あ‬‭れ‬‭ば‬‭父‬‭息‬‭子‬‭も‬‭一‬
‭緒‬‭に‬ ‭参‬‭加‬‭し‬‭た‬‭い‬‭な‬‭ど、‬‭今‬‭後‬‭の‬‭開‬‭催‬‭を‬‭期‬‭待‬‭す‬‭る‬‭声‬‭が‬‭多‬‭く‬‭届‬‭き、‬‭そ‬‭う‬‭いっ‬‭た‬‭声‬‭に‬‭答‬‭え‬‭る‬‭べ‬‭く‬‭誰‬‭で‬‭も‬‭参‬‭加‬‭し‬‭易‬
‭い‬‭形‬‭を‬‭団‬ ‭体‬‭と‬‭し‬‭て‬‭常‬‭に‬‭考‬‭え‬‭て‬‭き‬‭た。‬‭月‬‭経‬‭に‬‭ま‬‭つ‬‭わ‬‭る‬‭話‬‭を‬‭女‬‭性‬‭の‬‭話‬‭と‬‭限‬‭定‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭な‬‭く、‬‭『命』‬‭を‬‭テー‬‭マ‬
‭の‬‭根‬‭幹‬‭に‬‭お‬‭い‬ ‭た‬‭性‬‭教‬‭育‬‭講‬‭座‬‭を‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭で、‬‭男‬‭女‬‭が‬‭互‬‭い‬‭に‬‭人‬‭権‬‭を‬‭尊‬‭重‬‭し、‬‭性‬‭別‬‭関‬‭係‬‭な‬‭く‬‭一‬‭人‬‭ひ‬‭と‬‭り‬‭が‬‭持っ‬
‭て‬‭い‬‭る‬‭個‬‭性‬‭や‬‭能‬‭力‬‭を‬‭十‬‭分‬‭に‬‭発‬‭揮‬‭で‬‭き‬‭る‬‭地‬‭域‬‭社‬‭会‬‭づ‬‭く‬‭り‬‭へ‬‭の‬‭効‬‭果‬‭が‬‭期‬‭待‬‭で‬‭き‬‭る。‬
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‭（提‬‭案‬‭書‬‭様‬‭式‬‭②‬‭　‬‭最‬‭終‬‭審‬‭査）‬

‭協‬‭働‬‭事‬‭業‬‭計‬‭画‬‭書‬
‭事‬‭　‬‭業‬‭　‬‭名‬ ‭＃‬‭私‬‭た‬‭ち‬‭の‬‭保‬‭健‬‭室〜‬‭み‬‭ん‬‭な‬‭で‬‭繋‬‭が‬‭り‬‭合‬‭え‬‭る‬‭印‬‭西‬‭市‬‭を‬‭目‬‭指‬‭し‬‭て〜‬

‭事‬‭業‬‭の‬‭目‬‭的‬ ‭リ‬‭プ‬‭ロ‬‭ダ‬‭ク‬‭ティ‬‭ブ・‬‭ヘ‬‭ル‬‭ス・‬‭ラ‬‭イ‬‭ツ‬‭を‬‭念‬‭頭‬‭に‬‭置‬‭い‬‭た‬‭啓‬‭発‬‭活‬‭動‬‭や、‬‭講‬‭座‬‭の‬‭開‬‭催‬‭を
‭し、‬‭男‬‭女‬‭共‬‭同‬‭参‬‭画‬‭の‬‭推‬‭進‬‭を‬‭図‬‭る

‭市‬‭の‬‭施‬‭策‬‭上‬‭の‬‭位‬‭置‬
‭付‬‭け‬‭及‬‭び‬‭協‬‭働‬‭部‬‭署‬

‭（施‬‭策‬‭名）‬‭男‬‭女‬‭共‬‭同‬‭参‬‭画‬‭に‬‭関‬‭わ‬‭る‬‭啓‬‭発‬‭事‬‭業‬‭の‬‭実‬‭施‬
‭（部‬‭署‬‭名）‬‭市‬‭民‬‭活‬‭動‬‭推‬‭進‬‭課‬‭男‬‭女‬‭共‬‭同‬‭参‬‭画‬‭係‬

‭事‬‭業‬‭期‬‭間‬ ‭令‬‭和‬‭７‬‭　‬‭年‬‭　‬‭４‬‭月‬‭　‬‭１‬‭日‬‭　　‬‭～‬‭　　‬‭令‬‭和‬‭　‬‭８‬‭年‬‭３‬‭　‬‭月‬‭３‬‭１‬‭日‬‭　

‭事‬‭業‬‭の‬‭内‬‭容‬
‭詳‬‭細‬‭に‬‭役‬‭割‬‭分‬‭担‬‭別‬‭に‬‭記‬‭入‬
‭（役‬‭割‬‭分‬‭担‬‭を、‬‭で‬‭き‬‭れ‬‭ば‬
‭事‬‭前‬‭に‬‭市‬‭の‬‭担‬‭当‬‭に‬‭相‬‭談‬‭し‬
‭て‬‭記‬‭す‬‭か、‬‭希‬‭望‬‭を‬‭記‬‭す）‬

‭提‬‭　‬‭案‬‭　‬‭者‬ ‭市‬

‭・‬‭講‬‭師‬‭の‬‭手‬‭配
‭・‬‭備‬‭品‬‭の‬‭手‬‭配
‭・‬‭周‬‭知‬‭（広‬‭報‬‭原‬‭案、‬‭ポ‬‭ス‬‭ター‬‭案‬‭及‬‭び‬‭ポ
‭ス‬‭ター‬‭印‬‭刷）
‭・‬‭ス‬‭ケ‬‭ジュー‬‭ル‬‭作‬‭成、‬‭イ‬‭ベ‬‭ン‬‭ト‬‭運‬‭営、
‭報‬‭告
‭・‬‭各‬‭イ‬‭ベ‬‭ン‬‭ト‬‭の‬‭運‬‭営‬‭の‬‭人‬‭員‬‭確‬‭保

‭・‬‭会‬‭場‬‭の‬‭手‬‭配
‭・‬‭周‬‭知‬‭（ポ‬‭ス‬‭ター‬‭配‬‭布、‬‭ス‬‭ク‬‭リ‬‭レ、‬‭広
‭報‬‭掲‬‭載、‬‭市‬‭HP‬‭、‬‭SNS‬‭）
‭・‬‭ち‬‭ば‬‭電‬‭子‬‭申‬‭請‬‭で‬‭の、‬‭参‬‭加‬‭者‬‭受‬‭付、‬‭人
‭数‬‭把‬‭握‬‭及‬‭び‬‭名‬‭簿‬‭作‬‭成
‭・‬‭イ‬‭ベ‬‭ン‬‭ト‬‭当‬‭日‬‭の‬‭鍵‬‭の‬‭受‬‭け‬‭渡‬‭し、‬‭会‬‭場
‭の‬‭管‬‭理

‭事‬‭業‬‭に‬‭要‬‭す‬‭る‬
‭経‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭費‬

‭※‬‭詳‬‭細‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭は、‬‭様‬‭式‬‭③‬‭に‬‭よ‬‭る‬

‭0‬‭円‬ ‭1,160,290‬‭円‬

‭事‬‭業‬‭の‬‭運‬‭営‬‭体‬‭制‬
‭（事‬‭業‬‭関‬‭係‬‭者、‬‭協‬‭力‬‭者、‬

‭有‬‭資‬‭格‬‭者‬‭な‬‭ど）‬

‭①‬‭専‬‭門‬‭的‬‭な‬‭知‬‭識‬‭を‬‭持っ‬‭た‬‭外‬‭部‬‭講‬‭師、‬‭提‬‭案‬‭者‬‭メ‬‭ン‬‭バー

‭②‬‭提‬‭案‬‭者‬‭メ‬‭ン‬‭バー

‭③‬‭外‬‭部‬‭講‬‭師、‬‭内‬‭部‬‭講‬‭師、‬‭提‬‭案‬‭者‬‭メ‬‭ン‬‭バー、‬‭有‬‭償‬‭ボ‬‭ラ‬‭ン‬‭ティ‬‭ア

‭④‬‭提‬‭案‬‭者‬‭メ‬‭ン‬‭バー‬‭　‬‭各‬‭回‬‭２‬‭名‬‭体‬‭制

　‬‭協‬‭働‬‭の‬‭メ‬‭リッ‬‭ト‬
‭（各‬‭立‬‭場‬‭に‬‭とっ‬‭て‬‭の‬‭効‬‭果‬
‭を‬‭簡‬‭潔‬‭に）‬

‭提‬‭案‬‭者‬ ‭市‬‭　‬‭民‬ ‭市‬

‭今‬‭ま‬‭で‬‭の‬‭規‬‭模‬‭よ‬‭り‬‭も‬‭多‬‭く‬
‭の‬‭市‬‭民‬‭に‬‭リ‬‭プ‬‭ロ‬‭ダ‬‭ク‬‭ティ‬
‭ブ・‬‭ヘ‬‭ル‬‭ス・‬‭ラ‬‭イ‬‭ツ‬‭に‬‭つ‬
‭い‬‭て‬‭知っ‬‭て‬‭も‬‭ら‬‭う‬‭こ‬‭と‬‭が‬
‭で‬‭き‬‭る。‬

‭心‬‭と‬‭体‬‭の‬‭健‬‭康‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭知‬
‭識‬‭を‬‭得‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭で‬‭き‬‭る‬‭と‬
‭と‬‭も‬‭に、‬‭自‬‭分‬‭の‬‭体‬‭を‬‭自‬‭分‬
‭で‬‭正‬‭し‬‭く‬‭ケ‬‭ア‬‭し、‬‭守‬‭る‬‭こ‬
‭と‬‭の‬‭大‬‭切‬‭さ‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭考‬‭え‬
‭る‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭で‬‭き‬‭る。‬

‭市‬‭民‬‭団‬‭体‬‭の‬‭持‬‭つ‬‭幅‬‭広‬‭い‬‭知‬
‭識‬‭や‬‭手‬‭法‬‭を‬‭活‬‭か‬‭し‬‭た‬‭事‬‭業‬
‭を‬‭展‬‭開‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭で、‬‭市‬‭民‬
‭が‬‭心‬‭と‬‭体‬‭の‬‭健‬‭康‬‭を‬‭主‬‭体‬‭的‬
‭に‬‭確‬‭保‬‭す‬‭る‬‭機‬‭会‬‭を‬‭提‬‭供‬‭で‬
‭き‬‭る。‬

‭対‬‭話‬‭方‬‭法‬
‭市‬‭と‬‭の‬‭協‬‭議‬‭や‬‭打‬‭ち‬‭合‬‭わ‬‭せ‬‭方‬‭法‬

‭対‬‭面、‬‭メー‬‭ル‬

‭事‬‭業‬‭の‬‭周‬‭知‬‭方‬‭法‬ ‭周‬‭知‬‭方‬‭法‬‭　‬‭市‬‭の‬‭HP‬‭、‬‭SNS‬‭、‬‭広‬‭報、‬‭ス‬‭ク‬‭リ‬‭レ、‬‭団‬‭体‬‭の‬‭SNS‬‭、‬‭ポ‬‭ス‬‭ター‬

‭評‬‭価‬‭の‬‭方‬‭法‬
‭（具‬‭体‬‭的‬‭な‬‭目‬‭標‬‭値）‬

‭目‬‭標‬‭値‬‭　‬‭①30‬‭名‬‭（各‬‭回‬‭15‬‭名）‬‭②40‬‭名‬‭（各‬‭回‬‭20‬‭名）‬‭③140‬‭名‬‭（各‬‭回‬‭70‬‭名）‬
‭④‬‭１‬‭０‬‭回‬‭（実‬‭施‬‭回‬‭数）

‭備‬‭　 　‬‭考‬
‭関‬‭係‬‭団‬‭体‬‭等・‬‭コッ‬‭ト‬‭ン・‬‭ラ‬‭ボ‬‭㈱‬

‭そ‬‭の‬‭他‬‭（添‬‭付‬‭書‬‭類‬‭等）‬‭添‬‭付‬‭A‬‭：‬‭積‬‭算‬‭根‬‭拠‬‭　‬‭添‬‭付‬‭B‬‭：‬‭イ‬‭ベ‬‭ン‬‭ト‬‭展‬‭示‬‭品‬‭な‬‭ど‬

提案８－ 13



‭（提‬‭案‬‭書‬‭様‬‭式‬‭③‬‭　‬‭最‬‭終‬‭審‬‭査）‬
‭企‬‭画‬‭提‬‭案‬‭型‬‭協‬‭働‬‭事‬‭業‬‭経‬‭費‬‭内‬‭訳‬‭書‬

‭無‬‭償‬‭分‬‭を‬‭含‬‭む‬‭総‬‭事‬‭業‬‭費‬ ‭（金‬‭1,345,970‬‭円）‬
‭う‬‭ち‬‭市‬‭に‬‭負‬‭担‬‭を‬‭求‬‭め‬‭る‬‭額‬‭（委‬‭託‬
‭費）‬ ‭金‬ ‭1,160,290‬‭円‬

‭【歳‬‭入】‬
‭項‬‭　 　‬‭目‬ ‭積‬‭算‬‭根‬‭拠‬‭（内‬‭容・‬‭数‬‭量・‬‭単‬‭価‬‭な‬‭ど）‬ ‭見‬‭積‬‭り‬‭金‬‭額‬‭(円)

‭市‬‭に‬‭負‬‭担‬‭を‬‭求‬‭め‬‭る‬‭額‬ ‭1,160,290‬
‭提‬‭案‬‭者‬‭が‬‭負‬‭担‬‭す‬‭る‬‭額‬ ‭0‬
‭そ‬‭の‬‭他‬‭収‬‭入‬ ‭0‬
‭無‬‭償‬‭分‬‭を‬‭含‬‭め‬‭な‬‭い‬‭合‬‭計‬‭額‬ 　‬‭1,160,290‬
‭無‬‭償‬‭労‬‭働‬‭力‬‭等‬‭換‬‭算‬‭金‬‭額‬ ‭無‬‭償‬‭労‬‭働‬‭力‬‭184,680‬‭円‬‭ﾎ‬‭ﾞ‬‭ﾗ‬‭ﾝ‬‭ﾃ‬‭ｨ‬‭ｱ‬‭保‬‭険‬‭1,000‬‭円‬ ‭（‬‭185,680‬‭）‬

‭無‬‭償‬‭分‬‭を‬‭含‬‭む‬‭総‬‭事‬‭業‬‭費‬ ‭（‬‭1,345,970)‬

‭【歳‬‭出】‬
‭項‬‭　 　‬‭目‬ ‭積‬‭算‬‭根‬‭拠‬‭（内‬‭容・‬‭数‬‭量・‬‭単‬‭価‬‭な‬‭ど）‬ ‭見‬‭積‬‭り‬‭金‬‭額‬‭(円)

‭人‬‭件‬‭費‬ ‭①‬‭講‬‭座‬‭２‬‭回‬‭②‬‭映‬‭画‬‭2‬‭回‬‭③‬‭イ‬‭ベ‬‭ン‬‭ト‬‭2‬‭回‬‭④‬‭個‬‭別‬‭相
‭談‬‭会‬‭10‬‭回
‭※‬‭添‬‭付‬‭資‬‭料‬‭A‬‭参‬‭照

　‬‭611,700‬

‭報‬‭償‬‭費‬ ‭外‬‭部・‬‭内‬‭部‬‭講‬‭師‬‭指‬‭導‬‭謝‬‭礼‬
‭※‬‭別‬‭紙‬‭参‬‭照

‭120,000‬

‭旅‬‭費・‬‭交‬‭通‬‭費‬ ‭外‬‭部‬‭講‬‭師‬‭交‬‭通‬‭費、‬‭交‬‭通‬‭費‬‭（ガ‬‭ソ‬‭リ‬‭ン‬‭代）‬
‭※‬‭添‬‭付‬‭資‬‭料‬‭A‬‭参‬‭照

‭55,090‬

‭印‬‭刷‬‭製‬‭本‬‭費‬ ‭告‬‭知‬‭チ‬‭ラ‬‭シ・‬‭ポ‬‭ス‬‭ター・‬‭プ‬‭ロ‬‭グ‬‭ラ‬‭ム‬‭等‬
‭※‬‭添‬‭付‬‭資‬‭料‬‭A‬‭参‬‭照

‭62,800‬

‭使‬‭用‬‭料‬ ‭会‬‭場‬‭使‬‭用‬‭料・‬‭映‬‭画‬‭放‬‭映‬‭料‬‭(各‬‭2‬‭回)‬
‭※‬‭添‬‭付‬‭資‬‭料‬‭A‬‭参‬‭照

‭98,000‬

‭消‬‭耗‬‭品‬‭費‬ ‭※‬‭添‬‭付‬‭資‬‭料‬‭A‬‭参‬‭照 ‭201,500‬
‭保‬‭険‬‭料‬ ‭傷‬‭害‬‭保‬‭険‬‭＠‬‭28‬‭円‬

‭※‬‭別‬‭紙‬‭参‬‭照
‭11,200‬

‭無‬‭償‬‭分‬‭を‬‭含‬‭め‬‭な‬‭い‬‭合‬‭計‬‭額‬ ‭1,160,290‬
‭提‬‭案‬‭者‬‭が‬‭負‬‭担‬‭す‬‭る‬
‭無‬‭償‬‭労‬‭働‬‭力‬‭（Ａ）‬

‭※‬‭添‬‭付‬‭資‬‭料‬‭A‬‭参‬‭照 ‭（‬‭184,680‬‭）‬

‭提‬‭案‬‭者‬‭が‬‭負‬‭担‬‭す‬‭る‬
‭無‬‭償‬‭機‬‭材‬‭等‬‭（Ｂ）‬

‭ボ‬‭ラ‬‭ン‬‭ティ‬‭ア‬‭保‬‭険‬ ‭（‬‭1,000‬‭）‬

‭無‬‭償‬‭労‬‭働‬‭力‬‭等‬‭換‬‭算‬‭金‬‭額‬ ‭（Ａ）‬‭+‬‭（Ｂ）‬ ‭（‬‭185,680‬‭）‬

‭無‬‭償‬‭分‬‭を‬‭含‬‭む‬‭総‬‭事‬‭業‬‭費‬ ‭（‬ ‭1,345,970‬‭）‬
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‭（提‬‭案‬‭書‬‭　‬‭様‬‭式‬‭④‬‭　‬‭最‬‭終‬‭審‬‭査）‬
‭年‬‭間‬‭事‬‭業‬‭ス‬‭ケ‬‭ジュー‬‭ル‬

‭実‬‭施‬‭予‬‭定‬‭日‬ ‭活‬‭　‬‭動‬‭　‬‭内‬‭　‬‭容‬ ‭参‬‭加‬‭人‬‭数‬
‭２‬‭０‬‭２‬‭５‬‭年‬‭４‬‭月‬
‭２‬‭０‬‭２‬‭５‬‭年‬‭５‬‭月‬

‭２‬‭０‬‭２‬‭５‬‭年‬‭６‬‭月‬

‭２‬‭０‬‭２‬‭５‬‭年‬‭７‬‭月‬

‭２‬‭０‬‭２‬‭５‬‭年‬‭８‬‭月‬

‭２‬‭０‬‭２‬‭５‬‭年‬‭１‬‭０‬‭月‬

‭２‬‭０‬‭２‬‭５‬‭年‬‭１‬‭２‬‭月‬

‭２‬‭０‬‭２‬‭６‬‭年‬‭２‬‭月‬

‭２‬‭０‬‭２‬‭５‬‭年‬‭６‬‭月〜‬‭２‬‭０‬‭２‬‭６‬
‭年‬‭３‬‭月‬

‭年‬‭間‬‭事‬‭業‬‭打‬‭ち‬‭合‬‭わ‬‭せ‬
‭事‬‭業‬‭準‬‭備‬

‭①‬‭小‬‭規‬‭模‬‭啓‬‭発‬‭イ‬‭ベ‬‭ン‬‭ト‬‭企‬‭画‬‭運‬‭営ー‬‭１‬‭回‬‭目ー‬
‭絵‬‭本‬‭読‬‭み‬‭聞‬‭か‬‭せ‬‭＆‬‭外‬‭部‬‭講‬‭師‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭心‬‭と‬‭か‬‭ら‬‭だ‬‭を‬‭守‬‭る‬‭お‬‭話‬‭会‬
‭講‬‭師‬‭：‬‭山‬‭口‬‭修‬‭平‬‭氏‬‭（日‬‭本‬‭性‬‭教‬‭育‬‭学‬‭会‬‭理‬‭事・‬‭児‬‭童‬‭福‬‭祉‬‭施‬‭設‬‭一‬‭宮‬‭学‬‭園‬‭副‬‭施‬‭設‬

‭長）‬

‭②‬‭映‬‭画‬‭上‬‭映‬‭イ‬‭ベ‬‭ン‬‭ト‬‭『う‬‭ま‬‭れ‬‭る』ー‬‭１‬‭回‬‭目ー‬
‭乳‬‭幼‬‭児‬‭も‬‭いっ‬‭しょ‬‭に‬‭親‬‭子‬‭で‬‭映‬‭画‬‭鑑‬‭賞。‬‭映‬‭画‬‭を‬‭通‬‭し‬‭て‬‭命‬‭の‬‭尊‬‭さ‬‭を‬‭感‬‭じ‬‭る‬

‭③‬‭大‬‭規‬‭模‬‭イ‬‭ベ‬‭ン‬‭トー‬‭１‬‭回‬‭目ー‬
‭掲‬‭示‬‭物‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭啓‬‭発‬‭活‬‭動・‬‭実‬‭験‬‭（イ‬‭オ‬‭ン‬‭ホー‬‭ル）‬
‭保‬‭育‬‭士‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭性‬‭教‬‭育‬‭絵‬‭本‬‭の‬‭読‬‭み‬‭聞‬‭か‬‭せ
‭オ‬‭リ‬‭ジ‬‭ナ‬‭ル‬‭ア‬‭ロ‬‭マ‬‭ク‬‭リー‬‭ム‬‭の‬‭制‬‭作‬
‭掲‬‭示‬‭物‬‭に‬‭関‬‭す‬‭る‬‭質‬‭問‬‭相‬‭談‬‭会‬

‭講‬‭師‬‭：‬‭須‬‭藤‬‭え‬‭り‬‭奈‬‭氏‬‭（看‬‭護‬‭師・‬‭分‬‭子‬‭栄‬‭養‬‭学‬‭ア‬‭ド‬‭バ‬‭イ‬‭ザー）‬
‭講‬‭師‬‭：‬‭佐‬‭野‬‭太‬‭一‬‭氏‬‭　‬‭（公‬‭認‬‭心‬‭理‬‭士・‬‭心‬‭理‬‭カ‬‭ウ‬‭ン‬‭セ‬‭ラー）‬
‭講‬‭師‬‭：‬‭原‬‭田‬‭加‬‭奈‬‭子‬‭氏‬‭（理‬‭学‬‭療‬‭法‬‭士）‬

‭①‬‭小‬‭規‬‭模‬‭啓‬‭発‬‭イ‬‭ベ‬‭ン‬‭ト‬‭企‬‭画‬‭運‬‭営ー‬‭２‬‭回‬‭目ー

‭オ‬‭リ‬‭ジ‬‭ナ‬‭ル‬‭ア‬‭ロ‬‭マ‬‭ク‬‭リー‬‭ム‬‭の‬‭制‬‭作
‭オ‬‭リ‬‭ジ‬‭ナ‬‭ル‬‭BOX‬‭型‬‭ナ‬‭プ‬‭キ‬‭ン‬‭の‬‭デ‬‭ザ‬‭イ‬‭ン‬

‭③‬‭大‬‭規‬‭模‬‭イ‬‭ベ‬‭ン‬‭トー‬‭2‬‭回‬‭目ー‬
‭掲‬‭示‬‭物‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭啓‬‭発‬‭活‬‭動・‬‭実‬‭験‬‭（イ‬‭オ‬‭ン‬‭ホー‬‭ル）
‭保‬‭育‬‭士‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭性‬‭教‬‭育‬‭絵‬‭本‬‭の‬‭読‬‭み‬‭聞‬‭か‬‭せ‬
‭オ‬‭リ‬‭ジ‬‭ナ‬‭ル‬‭ア‬‭ロ‬‭マ‬‭ク‬‭リー‬‭ム‬‭の‬‭制‬‭作‬
‭掲‬‭示‬‭物‬‭に‬‭関‬‭す‬‭る‬‭質‬‭問‬‭相‬‭談‬‭会‬

‭講‬‭師‬‭：‬‭須‬‭藤‬‭え‬‭り‬‭奈‬‭氏‬‭（看‬‭護‬‭師・‬‭分‬‭子‬‭栄‬‭養‬‭学‬‭ア‬‭ド‬‭バ‬‭イ‬‭ザー）‬
‭講‬‭師‬‭：‬‭佐‬‭野‬‭太‬‭一‬‭氏‬‭　‬‭（公‬‭認‬‭心‬‭理‬‭士・‬‭心‬‭理‬‭カ‬‭ウ‬‭ン‬‭セ‬‭ラー）‬
‭講‬‭師‬‭：‬‭原‬‭田‬‭加‬‭奈‬‭子‬‭氏‬‭（理‬‭学‬‭療‬‭法‬‭士）‬

‭②‬‭映‬‭画‬‭上‬‭映‬‭イ‬‭ベ‬‭ン‬‭ト‬‭『う‬‭ま‬‭れ‬‭る』ー‬‭２‬‭回‬‭目ー
‭乳‬‭幼‬‭児‬‭も‬‭いっ‬‭しょ‬‭に‬‭親‬‭子‬‭で‬‭映‬‭画‬‭鑑‬‭賞。‬‭映‬‭画‬‭を‬‭通‬‭し‬‭て‬‭命‬‭の‬‭尊‬‭さ‬‭を‬‭感‬‭じ‬‭る‬

‭④‬‭個‬‭別‬‭相‬‭談‬‭（年‬‭１‬‭０‬‭回）‬
‭毎‬‭月‬‭固‬‭定‬‭週、‬‭固‬‭定‬‭曜‬‭日‬‭に‬‭て‬‭男‬‭女‬‭共‬‭同‬‭参‬‭画‬‭セ‬‭ン‬‭ター‬‭に‬‭て‬‭仮‬‭称‬‭（こっ‬‭と‬‭ん‬‭カ‬‭フェ）
‭を‬‭開‬‭催‬‭（当‬‭日‬‭自‬‭由‬‭来‬‭所）‬
‭ゆっ‬‭た‬‭り‬‭と‬‭過‬‭ご‬‭せ‬‭る‬‭空‬‭間‬‭で、‬‭掲‬‭示‬‭物‬‭や、‬‭展‬‭示‬‭物‬‭を‬‭も‬‭と‬‭に‬‭相‬‭談‬‭者‬‭が‬‭正‬‭し‬‭い‬‭情‬‭報‬‭に
‭触‬‭れ‬‭る‬‭機‬‭会‬‭を‬‭設‬‭け‬‭る。‬‭相‬‭談‬‭員‬‭と‬‭ゆっ‬‭く‬‭り‬‭と‬‭信‬‭頼‬‭関‬‭係‬‭を‬‭築‬‭き‬‭な‬‭が‬‭ら、‬‭行‬‭政‬‭へ‬‭繋‬‭ぐ‬
‭必‬‭要‬‭が‬‭あ‬‭る‬‭場‬‭合‬‭に‬‭は‬‭同‬‭行‬‭し‬‭て‬‭対‬‭応‬‭す‬‭る。‬

‭２‬‭０‬‭名‬

‭５‬‭０‬‭名‬

‭１‬‭０‬‭０‬‭名‬

‭２‬‭０‬‭名‬

‭１‬‭０‬‭０‬‭名‬

‭５‬‭０‬‭名‬

‭６‬‭０‬‭名‬
‭６‬‭名‬‭✕‬‭１‬‭０‬‭回‬
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品
目

①
-1

①
-2

②
③

④
計

1
人
件
費

講
座
及
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成

31
50
0

25
20
0

63
00
0

24
00
00

25
20
00

61
17
00

2
報
償
費

外
部
講
師
謝
礼
・
団
体
内
講
師
謝
礼

15
00
0

50
00

0
10
00
00

0
12
00
00

3
旅
費
・
交
通
費

外
部
講
師
交
通
費

50
00

0
0

40
00
0

0
45
00
0

交
通
費
（
ガ
ソ
リ
ン
代
）

15
0

32
0

42
0

48
00

44
00

10
09
0

4
印
刷
製
本
費

チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
・
講
座
プ
ロ
グ
ラ
ム

80
00

80
00

16
00
0

26
80
0

40
00

62
80
0

5
保
険
料

イ
ベ
ン
ト
保
険

56
0

56
0

28
00

56
00

16
80

11
20
0

6
使
用
料

会
場
使
用
料

0
0

54
00
0

44
00
0

0
98
00
0

7
消
耗
品
費

文
具
・
イ
ン
ク
・
用
紙
・
生
理
用
品
等

20
00

10
00
0

0
18
40
00

55
00

20
15
00

8
無
償
分
を
含
め
な
い
合
計
額

62
21
0

49
08
0

13
62
20

64
52
00

26
75
80

11
60
29
0

9
事
業
の
準
備
・
調
整

14
36
4

14
36
4

32
83
2

49
24
8

73
87
2

18
46
80

10
損
害
保
険
（
＠
10
0✕

10
名
）

10
00

11
無
償
労
働
力
等
換
算
金
額

14
36
4

14
36
4

32
83
2

49
24
8

73
87
2

18
56
80

12
無
償
分
を
含
む
総
事
業
費

76
,5
74

63
44
4

16
90
52

69
44
48

34
14
52

13
45
97
0

番
号

提
案
者
が
負
担
す
る
無
償
労
働
力
（
A）

提
案
者
が
負
担
す
る
無
償
機
材
等
（
B）
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品
目

①
‐1
小
規
模
啓
発
イ
ベ
ン
ト
企
画
運
営
1回
目
：
絵
本
読
み

聞
か
せ
＆
外
部
講
師
に
よ
る
心
と
か
ら
だ
を
守
る
お
話
会

そ
う
ふ
け
公
民
館

単
価

数
量

単 位
計

備
考

1
人
件
費

講
座
及
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成

21
00

15
h

31
50
0
人
件
費
＝
￥
21
00
/h
×5
h×
3人

2
報
償
費

外
部
講
師
謝
礼
・
団
体
内
講
師
謝
礼

15
00
0

1
式

15
00
0
外
部
講
師
¥1
50
00
×1
人

3
旅
費
・
交
通
費

外
部
講
師
交
通
費

50
00

1
式

50
00
外
部
講
師
1人

交
通
費
（
ガ
ソ
リ
ン
代
）

20
7.
5

km
15
0
そ
う
ふ
け
公
民
館
往
復
2.
5k
m
×3
人

4
印
刷
製
本
費

チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
・
講
座
プ
ロ
グ
ラ
ム

80
00

1
式

80
00
チ
ラ
シ
制
作
＠
20
×1
00
、
ポ
ス
タ
ー
＠
30
0×
20

5
保
険
料

イ
ベ
ン
ト
保
険

28
20

人
56
0

6
使
用
料

会
場
使
用
料

0
0

0
7
消
耗
品
費

文
具
・
イ
ン
ク
・
用
紙
・
生
理
用
品

20
00

1
式

20
00
文
具
¥2
00
0

8
無
償
分
を
含
め
な
い
合
計
額

62
21
0

9
提
案
者
が
負
担
す
る
無
償
労
働
力
（
A）
事
業
の
準
備
・
調
整

10
26

14
h

14
36
4
デ
ザ
イ
ン
制
作
8h
、
企
画
打
合
4h
、
進
捗
管
理
2h

10
提
案
者
が
負
担
す
る
無
償
機
材
等
（
B）

11
無
償
労
働
力
等
換
算
金
額

14
36
4

12
無
償
分
を
含
む
総
事
業
費

76
57
4

番
号
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番 号
品
目

①
‐2
小
規
模
啓
発
イ
ベ
ン
ト
企
画
運
営
２
回
目
：
BO

X制
作
と
ア
ロ
マ
ク
リ
ー
ム
製
作

牧
の
原
交
流
セ
ン
タ
ー

単
価

数
量

単 位
計

備
考

1
人
件
費

講
座
及
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成

21
00

12
h

25
20
0
人
件
費
＝
￥
21
00
/h
×4
h×
3人

2
報
償
費

外
部
講
師
謝
礼
・
団
体
内
講
師
謝
礼

50
00

1
式

50
00
内
部
講
師
¥5
00
0×
1人

3
旅
費
・
交
通
費

外
部
講
師
交
通
費

0
0

0
交
通
費
（
ガ
ソ
リ
ン
代
）

20
16

km
32
0
牧
の
原
交
流
セ
ン
タ
ー
往
復
4k
m
×4
人

4
印
刷
製
本
費

チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
・
講
座
プ
ロ
グ
ラ
ム

80
00

1
式

80
00
チ
ラ
シ
制
作
＠
20
×1
00
、
ポ
ス
タ
ー
＠
30
0×
20

5
保
険
料

イ
ベ
ン
ト
保
険

28
20

56
0

6
使
用
料

会
場
使
用
料

0
0

0
7
消
耗
品
費

文
具
・
イ
ン
ク
・
用
紙
・
生
理
用
品

50
0

20
人

10
00
0
ア
ロ
マ
材
料
費
@
50
0×
20
人

8
無
償
分
を
含
め
な
い
合
計
額

49
08
0

9
提
案
者
が
負
担
す
る
無
償
労
働
力
（
A）
事
業
の
準
備
・
調
整

10
26

14
h

14
36
4
デ
ザ
イ
ン
制
作
8h
、
企
画
打
合
4h
、
進
捗
管
理
2h

10
提
案
者
が
負
担
す
る
無
償
機
材
等
（
B）

11
無
償
労
働
力
等
換
算
金
額

14
36
4

12
無
償
分
を
含
む
総
事
業
費

63
44
4
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番 号
品
目

②
映
画
上
映
イ
ベ
ン
ト
『
う
ま
れ
る
』
50
名

2回
実
施

・
そ
う
ふ
け
公
民
館

・
牧
の
原
交
流
セ
ン
タ
ー

数
量

単 位
回
数

計
備
考

1
人
件
費

講
座
及
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成

21
00

15
h

2
63
00
0
人
件
費
＝
￥
21
00
/h
×5
h×
3人

2
報
償
費

外
部
講
師
謝
礼
・
団
体
内
講
師
謝
礼

0
3
旅
費
・
交
通
費

外
部
講
師
交
通
費

0
0

0
0

0

交
通
費
（
ガ
ソ
リ
ン
代
）

20
10
.5

km
2

42
0
そ
う
ふ
け
公
民
館
往
復
2.
5k
m
、
牧
の
原
交
流
セ
ン

タ
ー
往
復
4k
m
(平
均
約
3.
5k
m
)、

×3
人

4
印
刷
製
本
費

80
00

1
式

2
16
00
0
チ
ラ
シ
制
作
＠
20
×1
00
、
ポ
ス
タ
ー
＠
30
0×
20

5
保
険
料

イ
ベ
ン
ト
保
険

28
50

人
2

28
00

6
使
用
料

会
場
使
用
料

27
00
0

1
式

2
54
00
0
映
画
使
用
料

7
消
耗
品
費

文
具
・
イ
ン
ク
・
用
紙
・
生
理
用
品

0
0
式

0
0

8
無
償
分
を
含
め
な
い
合
計
額

13
62
20

9
提
案
者
が
負
担
す
る
無
償
労
働
力
（
A）
事
業
の
準
備
・
調
整

10
26

16
h

2
32
83
2
デ
ザ
イ
ン
制
作
8h
、
企
画
打
合
4h
、
進
捗
管
理
4h

10
提
案
者
が
負
担
す
る
無
償
機
材
等
（
B）

0
11
無
償
労
働
力
等
換
算
金
額

32
83
2

12
無
償
分
を
含
む
総
事
業
費

16
90
52

チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
・
講
座
プ
ロ
グ
ラ
ム
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番 号
品
目

③
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
2回
（
イ
オ
ン
）

単
価

数
量

単 位
回 数

計
備
考

1
人
件
費

講
座
及
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成

21
00

32
h

2
13
44
00
人
件
費
＝
￥
21
00
/h
×8
h×
4人

11
00

48
h

2
10
56
00
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
￥
11
00
×8
h×
6

2
報
償
費

外
部
講
師
謝
礼
・
団
体
内
講
師
謝
礼

50
00
0

1
式

2
10
00
00
外
部
講
師
¥1
50
00
/日

×3
人
、　

内
部
講
師
¥5
00
0/
日
×1
人

3
旅
費
・
交
通
費

外
部
講
師
交
通
費

50
00

4
人

2
40
00
0
内
部
講
師
、
外
部
講
師

交
通
費
（
ガ
ソ
リ
ン
代
）

20
12
0

km
2

48
00

4
印
刷
製
本
費

チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
・
講
座
プ
ロ
グ
ラ
ム

13
40
0

1
式

2
26
80
0
チ
ラ
シ
制
作
＠
20
×2
00
、
ポ
ス
タ
ー
＠
30
0×
30
、

実
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
制
作
@
10
×4
0人

5
保
険
料

イ
ベ
ン
ト
保
険

28
10
0
人

2
56
00

6
使
用
料

会
場
使
用
料

22
00
0

1
式

2
44
00
0
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
会
場

7
消
耗
品
費

文
具
・
イ
ン
ク
・
用
紙
・
生
理
用
品
等

92
00
0

1
式

2
18
40
00

配
布
生
理
用
品
、
展
示
品
=￥

50
00
0（
添
付
B）
、

実
験
道
具
@
50
0×
40
人
=￥

20
00
0、
文
具
¥5
00
0

、
装
飾
品
¥2
00
0、
ア
ロ
マ
材
料
費
@
50
0×
30
人

=1
50
00

8
無
償
分
を
含
め
な
い
合
計
額

18
56
48

64
52
00

9
提
案
者
が
負
担
す
る
無
償
労
働
力
（
A）
事
業
の
準
備
・
調
整

10
26

24
h

2
49
24
8
デ
ザ
イ
ン
制
作
8h
、
資
料
制
作
8h
、
企
画
打
合
4h

、
進
捗
管
理
4h

10
提
案
者
が
負
担
す
る
無
償
機
材
等
（
B）

0
11
無
償
労
働
力
等
換
算
金
額

49
24
8

12
無
償
分
を
含
む
総
事
業
費

69
44
48
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番 号
品
目

④
個
別
相
談
　
月
1回
（
全
10
回
）

単
価

数
量

単 位
回 数

計
備
考

1
人
件
費

講
座
及
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成

21
00

12
h

10
25
20
00
人
件
費
＝
¥2
10
0/
h×
6h
×2
人
×1
0ヶ
月

2
報
償
費

外
部
講
師
謝
礼
・
団
体
内
講
師
謝
礼

0
3
旅
費
・
交
通
費

外
部
講
師
交
通
費

0
0
式

0
0

交
通
費
（
ガ
ソ
リ
ン
代
）

20
22

km
10

44
00

4
印
刷
製
本
費

チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
・
講
座
プ
ロ
グ
ラ
ム

20
20
0
式

1
40
00
チ
ラ
シ
制
作
@
20
✕
20
0

5
保
険
料

イ
ベ
ン
ト
保
険

28
6
人

10
16
80
新
セ
ン
タ
ー
（
駅
前
交
流
館
の
隣
）
往
復

11
km
✕
２
人

6
使
用
料

会
場
使
用
料

0
0
式

0
0

7
消
耗
品
費

文
具
・
イ
ン
ク
・
用
紙
・
生
理
用
品

55
00

1
式

1
55
00
文
具
¥1
00
0、
イ
ン
ク
代
¥4
00
0（

ca
nn
on
　

家
庭
用
イ
ン
ク
年
間
コ
ス
ト
サ
イ
ト
参
照
）、

用
紙
¥5
00

8
無
償
分
を
含
め
な
い
合
計
額

76
68

1
26
75
80

9
提
案
者
が
負
担
す
る
無
償
労
働
力
（
A）
事
業
の
準
備
・
調
整

10
26

72
h

1
73
87
2
デ
ザ
イ
ン
制
作
8h
、
資
料
制
作
8h
、
企
画
打
合

4h
、
進
捗
管
理
52
h(
1h
×5
2週

)
10
提
案
者
が
負
担
す
る
無
償
機
材
等
（
B）

11
無
償
労
働
力
等
換
算
金
額

73
87
2

12
無
償
分
を
含
む
総
事
業
費

34
14
52
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